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７月２３日、目黒さつきビルにおいてＪＲ総連青年協議会の第２２

回定期総会が開催されました。新型コロナの影響でリモート併用の対

面開催となり、全体で２７名の委員が参加。貨物労組青年部からはリ

モート含め委員１０名、傍聴者６名が参加しました。 

討論では、２２春闘・夏季手当闘争、青年部組織強化、他労組や会

社からの攻撃、ウクライナ支援カンパ、参院選の取り組み、憲法改悪

反対、反戦・平和などについて１１名から発言がありました。 

貨物労組からは、①関東のビアガーデンレクなど春闘をどのように

闘ってきたか。②参院選の取り組みで実践してきたこと。③「魁!!本部

青年部塾」の取り組み。④ウクライナ情勢や憲法改悪反対議論。遊就

館や沖縄での平和研修の取り組みなどについて３名が発言し、取り組

む過程で出てきた課題、悩みとどうむき合ったかについて、青年部ら

しい活発な議論が展開されました。池尻幹事（貨物労組）のまとめの

あと、最後に武田議長（東労組）の団結ガンバローで締めくくられました。  

  

私たちには会社や他労組からの攻撃、社会情勢の変化、平和が脅か

される事態など厳しい状況が取り巻いていますが、ＪＲ総連青年協議

会の仲間との連携、更なる組織強化で青年協運動を盛り上げ、乗り越

えていきましょう！          

 

 

 

 

 

 

 


